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昭
和
二
十
一
年
三
月
頃
、
仏
印
の
コ
マ
イ
に
退
り
食
塩

の
積
み
込
み
作
業
を
仏
軍
の
指
示
で
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
、
仏
印
の
サ
ン
ジ
ャ
ク
港
に
退
り
、
米
軍
の
上
陸
用

舟
艇
に
乗
せ
ら
れ
、
六
月
十
五
日
、
大
竹
に
上
陸
し
ま
し

た
。
昭
和
十
七
年
四
月
坂
出
港
を
出
港
以
来
四
年
二
カ
月

振
り
に
日
本
本
土
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

翌
七
月
か
ら
入
隊
前
の
職
場
に
復
帰
、
十
月
十
五
日
に

現
在
の
妻
啓
子
と
結
婚
、
三
女
の
親
と
し
て
幸
福
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
は
農
業
に
専
念
し
て
お
り
ま
す
。
今
静
か
に
過
ぎ

し
日
々
を
思
う
と
、
命
令
と
は
い
え
転
属
に
次
ぐ
転
属
と

仲
間
と
別
れ
て
見
知
ら
ぬ
他
の
部
隊
に
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
基
準
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
要
は
中
隊
に
不
要
な
兵

隊
の
処
置
な
の
か
と
人
事
を
怨
ん
だ
も
の
で
す
が
、
し
か

し
そ
の
結
果
が
「
生
」
に
結
び
つ
い
た
の
だ
と
逆
に
考
え

ら
れ
る
年
令
と
な
り
ま
し
た
。 

北
支
・
ビ
ル
マ
の
戦
場
回
顧 

愛
媛
県 

 

垣 

木 

秀 

雄 
 

 

  

西
日
本
一
の
最
高
峰
で
四
国
山
脈
の
主
領
・
石
鎚
山
（
一
，

九
八
二
メ
ー
ト
ル
）
並
び
に
天
狗
岳
連
山
の
西
端
に
位
置

す
る
、
標
高
九
八
六
メ
ー
ト
ル
の
高
縄
山
の
山
麓
の
菅
沢

村
（
現
在
、
松
山
市
菅
沢
町
）
に
私
は
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

両
親
の
元
に
、
姉
一
人
、
弟
二
人
、
妹
一
人
の
五
人
兄

弟
の
長
男
で
、
七
人
家
族
で
し
た
。
幼
少
の
頃
は
、
全
国

的
に
恐
慌
の
嵐
が
吹
き
、
私
の
村
で
も
貧
し
さ
に
立
ち
向

か
っ
て
、
皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
に
も
、
近
隣
の
人
達
は
人
情
味
は
厚
く
、
昔
か
ら

弘
法
大
師
様
の
教
え
を
順
守
し
て
、
他
人
様
に
は
厚
情
を

施
し
、
自
分
に
は
厳
し
い
と
い
う
風
習
で
し
た
。 

 

農
家
に
し
ま
し
て
も
、
自
作
農
は
わ
ず
か
で
、
大
多
数

の
人
た
ち
は
大
地
主
の
田
畑
を
借
用
耕
作
で
し
た
。
世
に

云
う
小
作
人
で
し
た
。 

 

我
が
家
は
父
親
が(

大
本
家)

か
ら
独
立
し
て
一
家
を
構
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え
、
田
地
三
反
歩
と
畑
を
少
々
譲
り
受
け
て
の
貧
し
い
農

家
で
し
た
。 

 

学
業
は
義
務
教
育
を
、
五
明
尋
常
小
学
校
に
て
卒
業
し

ま
し
た
。
父
親
は
将
来
は
「
学
問
を
修
得
せ
ぬ
と
駄
目
だ
」

と
言
っ
て
高
等
科
か
ら
農
学
校
ま
で
進
め
と
指
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
自
分
は
高
等
科
二
学
年
を
卒
業
さ
せ
て
頂
き
、

「
こ
れ
で
充
分
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
当
時
高

等
科
へ
進
学
し
卒
業
す
る
者
は
小
学
校
の
中
で
も
半
数
で

し
た
。
弟
妹
の
こ
と
を
思
え
ば
、
親
の
苦
労
が
充
分
に
理

解
出
来
ま
し
た
。 

 

卒
業
の
翌
日
か
ら
、
松
山
の
米
穀
商
へ
奉
公
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
時
の
約
定
で
、
一
年
分
の
給
金
は
前
渡
し
で
、

親
が
受
け
取
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
前
渡
金
で
、
「
身
売

り
」
さ
れ
た
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
一
生
懸
命
に

商
売
に
精
励
し
、
夜
間
は
青
年
学
校
に
通
学
し
て
勉
学
に

励
み
ま
し
た
。
当
時
青
年
学
校
へ
陸
軍
予
備
役
将
校(

中

尉)

が
来
て
お
り
ま
し
た
。 

 
｢

若
人
達
よ
！ 

将
来
を
展
望
せ
よ
。
現
在
は
軍
縮
な
る

も
、
近
年
に
は
大
増
員
す
る
。
職
業
軍
人
と
な
り
、
立
派

に
国
家
の
干
城
と
な
り
、
郷
土
の
誇
り
、
誉
れ
と
な
れ
」

と
説
諭
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
、
両
親
に
相
談
し
ま
し
て
、
自
分
は
軍
人
の
道
を

歩
む
こ
と
を
決
心
し
、
四
年
間
奉
公
し
ま
し
た
上
で
米
穀

商
に
許
し
を
頂
い
て
、
役
場
の
兵
事
係
に
申
し
込
み
ま
し

た
。
そ
し
て
道
後
の
公
会
堂
に
お
い
て
、
弱
冠
十
九
歳
で

現
役
兵
と
し
て
志
願
を
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
見
事
に
徴
兵
執
行
官
か
ら
「
垣
木
秀
雄
！ 

甲

種
合
格
」
と
申
し
渡
さ
れ
、
私
は
「
垣
木
秀
雄
・
甲
種
合

格
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
復
唱
し
て
徴
兵
検

査
を
完
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
意
気
揚
々
と
胸
を
張
っ
て

帰
宅
し
ま
し
た
。 

 

両
親
・
兄
弟
・
親
戚
・
近
隣
の
方
々
や
幼
な
友
達
の
皆

さ
ん
に
も
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。
出
征
の
前
日
は
、
先
祖
様

や
氏
神
様
に
祈
願
し
ま
し
た
。 

 

晴
れ
て
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
十
二
月
十
日
入
営

で
す
。
部
隊
は
朝
鮮
の
大
邸
に
あ
る
部
隊
で
し
た
。 

 

故
郷
・
松
山
か
ら
盛
大
な
お
見
送
り
を
受
け
、
そ
の
歓

呼
の
声
と
旗
の
波
に
は
自
然
に
血
湧
き
、
肉
踊
る
状
態
で
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し
た
。
大
邸
の
歩
兵
第
八
十
連
隊
・
第
六
中
隊
へ
入
隊
し

ま
し
た
。
当
時
朝
鮮
は
日
本
内
地
と
同
様
で
、
部
隊
員
は

西
日
本
全
域
か
ら
の
徴
集
さ
れ
た
兵
員
で
し
た
。 

 

初
年
兵
教
育
は
厳
格
で
、
中
で
も
志
願
兵
の
教
育
は
一

層
厳
格
で
し
た
。
一
分
一
秒
の
余
暇
も
無
し
で
し
た
。
起

床
喇
叭
に
夢
を
破
ら
れ
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
点
呼
に
次

い
で
朝
食
で
す
が
、
こ
れ
も
「
早
飯
し
・
早
糞
だ
」
と
怒

鳴
ら
れ
、
第
一
期
の
検
閲
終
了
ま
で
は
死
に
物
狂
い
で
頑

張
り
ま
し
た
。
青
年
学
校
で
修
得
し
た
事
柄
が
す
べ
て
役

立
ち
ま
し
た
。 

 

同
期
の
戦
友
は
五
十
人
で
、
そ
の
内
に
中
等
教
育
終
了

者
三
十
二
人
、
高
等
小
学
校
の
同
学
年
者
は
十
八
人
で
し

た
。 

 

中
隊
長
よ
り
「
志
願
兵
は
、
下
士
官
候
補
生
試
験
を
受

験
せ
よ
、
た
だ
し
成
績
が
最
優
秀
で
、
一
番
か
二
番
で
な

く
ば
合
格
せ
ぬ
ぞ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
分
隊
長

か
ら
も
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
は
当
初
の
目
的
の
軍
人

を
職
業
に
す
る
最
短
距
離
に
い
る
の
だ
と
一
大
決
心
の
下

に
、
そ
の
夜
か
ら
、
毎
夜
深
夜
ま
で
、
講
堂
の
側
の
常
夜

灯
の
下
で
、
一
心
不
乱
に
勉
強
し
ま
し
た
。
当
時
、
軍
縮

時
代
の
余
波
で
、
進
級
者
に
は
厳
し
く
狭
き
門
で
し
た
。 

 

時
に
陸
軍
常
備
兵
力
は
「
二
十
万
人
」
と
国
際
条
約
で

規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
各
武
官
、
現
役
下
士
官
等

も
、
任
期
半
ば
で
も
除
隊
を
命
ぜ
ら
れ
た
よ
う
な
時
代
で

し
た
。 

 

「
陸
軍
武
官
・
服
務
規
定
・
第
二
十
二
条
に
は
成
績
不

良
な
る
者
は
現
役
満
期
除
隊
を
命
ず
る
事
が
出
来
得
る
」

と
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
先
輩
達
の

何
人
か
が
途
中
除
隊
を
し
て
、
朝
鮮
整
備
警
察
官
に
就
職

し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
自
分
は
「
何
が
何
で
も
軍
人
と
し
て

奉
公
す
る
と
、
力
一
杯
働
い
て
、
奉
給
を
一
銭
で
も
多
く
、

家
族
へ
仕
送
り
し
て
や
る
の
だ
」
と
頑
張
っ
て
頑
張
っ
て

頑
張
り
抜
き
ま
し
た
。
結
果
は
絶
え
ず
好
転
し
ま
し
て
、

進
級
も
一
線
級
で
、
第
一
番
で
し
た
。
入
隊
一
年
半
で
「
伍

長
勤
務
上
等
兵
」
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
昭
和
十
二
年 

 
 

七
月
十
二
日 

応
急
動
員
下
令 

 
 

同
月
十
五
日 

応
急
動
員
完
結 
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同
月
十
六
日 

支
那
事
変
の
た
め
大
邸
兵
営
出
発 

 
 

同
月
十
七
日 

鮮
満
国
境(

鴨
緑
江)

通
過 

 
 

同
月
十
八
日 

山
海
関
通
過 

 
 

同
月
十
九
日 

天
津
着
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

支
那
方
面
駐
屯
軍
司
令
官
隷
下
に
入 

 
 

 
 
 

 
 
 

る
。 

 

連
日
連
夜
、
戦
闘
並
び
に
掃
蕩
作
戦
に
参
加
出
動
し
ま

し
た
。
天
津
・
張
家
荘
・
国
家
林
・
南
苑
方
面
へ
は
敵
を

知
ら
ず
に
、
た
だ
闇
雲
に
動
け
ば
敵
の
術
中
に
入
る
は
必

至
で
あ
る
。
地
理
を
充
分
把
握
し
、
地
形
、
地
物
を
手
中

に
し
、
敵
情
を
熟
知
す
る
た
め
充
分
に
斥
候
を
出
し
て
、

徹
底
的
に
敵
を
知
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
し
か
る
後
の

戦
法
に
お
い
て
も
、
払
暁
攻
撃
、
白
暮
攻
撃
、
夜
襲
戦
法

等
々
、
い
か
に
犠
牲
を
少
な
く
、
多
大
な
戦
果
を
得
る
か

は
、
こ
れ
ひ
と
え
に
上
部
指
揮
官
の
采
配
に
あ
り
と
い
う

こ
と
で
し
た
。 

 

昭
和
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
、
良
郷
付

近
戦
闘
、
九
月
十
五
日
か
ら
泳
州
・
保
定
の
会
戦
に
参
加
、

引
続
き
石
家
荘
方
面
の
戦
闘
や
掃
蕩
作
戦
を
絶
え
ず
遂
行

し
ま
し
た
。 

 

大
原
攻
略
戦
参
加
で
は
、
と
く
に
白
家
掌
北
側
高
地
の

攻
防
戦
は
激
烈
を
極
め
、
一
進
一
退
を
連
日
連
夜
繰
り
返

す
大
激
戦
で
し
た
。
こ
の
戦
闘
中
に
不
覚
に
も
、
自
分
は

「
左
大
腿
部
貫
通
銃
創
」
の
深
手
を
受
け
ま
し
た
。
衛
生

兵
の
助
力
に
て
、
即
、
平
定
野
戦
病
院
入
院
、
応
急
手
当

を
施
し
て
頂
き
、
石
家
荘
野
戦
病
院
か
ら
、
さ
ら
に
保
定

第
三
兵
站
病
院
へ
と
転
送
さ
れ
、
創
傷
治
癒
に
専
念
し
ま

し
た
。 

 

本
病
院
に
お
い
て
の
こ
と
で
、
今
・
現
在
も
明
瞭
に
頭

に
あ
る
こ
と
を
申
し
述
べ
ま
す
。
従
軍
看
護
婦
さ
ん
が
、

一
人
の
兵
隊
さ
ん
（
失
明
・
聴
覚
も
な
し
、
五
感
停
止
、

生
命
は
ま
さ
に
風
前
の
灯
火
の
如
し
の
人
）
が
、
両
手
を

中
天
に
突
き
出
し
て
、
何
か
を
探
し
求
め
る
様
子
で
し
た
。

婦
長
さ
ん
が
自
分
に
「
何
を
し
て
あ
げ
た
ら
い
い
で
す
か
」

と
問
う
。 

 

自
分
は
言
下
に
「
あ
の
兵
士
は
母
親
を
無
意
識
に
探
し

求
め
て
い
る
の
で
す
」
と
婦
長
さ
ん
に
進
言
し
ま
し
た
。

婦
長
さ
ん
即
座
に
白
衣
の
胸
を
開
い
て
、
半
死
半
生
の
兵
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隊
さ
ん
の
頭
部
を
我
が
胸
に
包
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
わ
ず

か
数
分
か
数
秒
の
出
来
事
で
し
た
。
そ
し
て
彼
は
息
絶
え

ま
し
た
が
、
そ
の
頬
に
は
か
す
か
な
頬
笑
み
を
感
じ
た
も

の
で
す
。「
婦
長
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
と
心
よ
り
感
謝
し

た
も
の
で
す
。 

 

私
は
七
十
日
間
入
院
し
ま
し
た
。
退
院
し
て
現
隊
復
帰

は
昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日
で
し
た
。 

 

昭
和
十
三
年
正
月
元
旦
は
平
穏
で
、
東
方
の
「
宮
城
遥

拝
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。
兵
営
は
現
地
徴
発
の
民
家
や
天

幕
舎
で
し
た
。
入
浴
や
洗
濯
は
不
十
分
で
、
非
衛
生
の
た

め
害
虫
の
蚤
や
虱
が
発
生
し
、
そ
の
上
に
南
京
虫
等
に
苦

し
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

北
支
地
方
は
雨
天
が
三
日
も
続
く
と
大
地
は
泥
濘
化
し
、

道
路
も
膝
を
没
し
て
歩
行
困
難
と
な
り
ま
す
。
反
面
、
日

照
り
も
三
日
以
上
に
な
る
と
乾
期
に
は
黄
砂
が
舞
い
上
が

り
、
眼
も
口
も
開
け
れ
ず
、
鼻
か
ら
砂
埃
り
が
体
内
に
入

る
始
末
で
し
た
。
ま
し
て
敵
地
で
の
戦
闘
中
は
少
し
の
気

の
休
ま
る
事
も
無
い
状
態
で
し
た
。 

 

昭
和
十
三
年
二
月
に
な
っ
て
、
黄
河
以
北
の
全
地
域
に

敵
の
不
穏
な
動
き
あ
り
と
の
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
大
原

方
面
に
強
力
敵
現
れ
る
、
即
掃
蕩
・
殱
滅
・
粛
清
作
戦
に

出
陣
で
す
。 

 

引
続
き
霊
石
方
面
の
戦
闘
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
同
二

月
末
か
ら
、
三
月
十
日
ま
で
は
黄
河
追
撃
作
戦
に
参
加
、

同
六
年
月
末
ま
で
は
占
領
地
の
粛
清
、
治
安
維
持
に
全
力

を
傾
注
し
ま
し
た
。 

 

八
月
か
ら
晋
南
方
面
の
粛
清
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
十
一
月
末
頃
か
ら
黄
河
河
畔
に
お
け
る
秋
季
大

作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

明
け
て
昭
和
十
四
年
正
月
十
四
日
よ
り
、
南
部
（
山
西

軍
）
の
殱
滅
・
掃
蕩
作
戦
に
出
動
し
ま
し
た
。
山
西
軍
は

強
敵
で
し
た
。 

 

五
月
二
十
五
日
、
第
一
期
粛
清
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

六
月
二
十
七
日
、
第
二
期
粛
清
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

引
続
き
八
月
二
十
五
日
ま
で
晋
東
作
戦
に
参
加
し
ま
し

た
。
な
お
、
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
潞
安
平
地
の
粛
清
作

戦
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

同
年
十
二
月
二
十
八
日
帰
還
の
た
め
、
河
北
省
邯
鄲
を
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出
発
、
復
員
（
凱
旋
命
令
発
令
）
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
当
時
第
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
北
支
地
域
に
参
戦

し
、
数
多
く
の
軍
人
軍
属
、
そ
の
他
の
人
々
が
戦
没
さ
れ

た
御
霊
の
安
ら
か
な
ご
冥
福
を
祈
る
こ
と
で
し
た
。 

 

昭
和
十
五
年
一
月
二
日
に
山
海
関
通
過
、
同
月
四
日
に

鴨
緑
江
渡
河
、
五
日
に
は
懐
か
し
の
大
邱
の
兵
営
へ
凱
旋

し
ま
し
た
。
感
無
量
で
し
た
。 

 

歩
兵
と
は
、
徒
兵
軍
人
で
す
。
支
那
大
陸
を
、
ど
れ
ほ

ど
歩
い
た
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
軍
靴
を
何
足
、
履
き
潰
し

た
だ
ろ
う
か
。
今
も
我
が
足
の
裏
を
じ
っ
と
眺
め
、
よ
く

頑
張
っ
た
な
…
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
役
満
期
除
隊
者
・
新
期
現
役
入
隊
者
や
補
充
兵
の
除

隊
、
入
隊
等
の
移
動
が
あ
り
、
自
分
も
平
時
の
通
常
軍
務

に
服
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
新
兵
教
育
も
種
々
行
い

ま
し
た
。 

 

昭
和
十
六
年
七
月
二
十
日
、
臨
時
編
成
が
下
達
さ
れ
ま

し
た
。
歩
兵
第
八
十
連
隊
補
充
隊
・
通
信
中
隊
へ
編
入
。

八
月
四
日
編
成
完
了
。
同
年
十
月
三
十
一
日
第
二
次
編
成

完
結
。
実
は
こ
の
時
点
で
、
上
層
部
に
は
極
秘
作
戦
の
戦

略
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
我
が
連
隊
に
重
大
命
令
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

甲
連
隊
と
乙
連
隊
と
二
分
割
す
る
と
い
う
編
成
替
え
で
し

た
。 

 

甲
編
成
連
隊
は
、
第
二
十
師
団
（
秘
匿
号
・
朝
兵
団
）

歩
兵
第
八
十
連
隊
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
は
昭
和
十

七
年
六
月
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
に
出
陣
、
激
戦
の
末
に

玉
砕
し
た
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
さ
ん
の
戦
友
の
霊
、

安
ら
か
と
祈
る
も
の
で
す
。 

 

自
分
は
、
乙
編
成
組
で
し
た
。
歩
兵
第
百
六
十
八
連
隊

で
、
第
四
十
九
師
団
（
秘
匿
号
・
狼
兵
団
）
に
属
し
ま
し

た
。 

 

昭
和
十
九
年
一
月
六
日
、
編
成
が
完
結
し
、
篠
山
歩
兵

第
七
十
連
隊
よ
り
の
増
強
兵
力
も
統
合
さ
れ
、
堂
々
た
る

精
鋭
連
隊
の
編
成
が
完
結
し
ま
し
た
。 

 

部
隊
長
は
徳
島
県
出
身
の
歩
兵
大
佐
で
す
。
ま
た
自
分

に
は
「
陸
軍
省
令
・
第
五
十
一
号
に
よ
り
現
役
兵
勤
務
延

長
許
可
」
が
出
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
八
月
、
南
方
戦
線
出
動
命
令
が
下
り
ま
し
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た
。
釜
山
で
乗
船
、
門
司
港
に
全
船
舶
が
集
結
し
ま
し
た
。

輸
送
船
二
十
三
隻
、
護
衛
艦
は
海
防
艦
二
隻
で
し
た
。
南

方
戦
線
危
う
し
で
の
出
発
で
覚
悟
は
決
め
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
大
海
原
を
毎
日
毎
日
南
下
し
ま
し
た
。
船
上
生
活

三
十
日
で
昭
南
島
へ
着
き
ま
し
た
。
そ
の
後
マ
レ
ー
半
島

の
ラ
シ
オ
に
上
陸
し
、
こ
こ
か
ら
中
国
の
雲
南
省
へ
と
進

軍
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
長
距
離
の
難
行
軍
で
し
た
。
作
戦
名
称
は
有
名

な
「
断
・
作
戦
」
で
し
た
。
ち
な
み
に
当
時
、
中
国
の
蔣

介
石
正
規
軍
は
「
米
・
英
・
蘭
・
豪
・
印
」
の
諸
国
か
ら

莫
大
な
援
護
物
資
を
受
け
て
輸
送
道
路
「
援
蔣
ル
ー
ト
」

が
ビ
ル
マ
の
ラ
ジ
オ
か
ら
中
国
雲
南
省
へ
と
延
々
と
続
き
、

こ
れ
は
立
派
な
二
車
線
の
舗
装
道
路
で
し
た
が
、
こ
れ
を

遮
断
す
る
作
戦
で
し
た
。 

 

我
が
部
隊
は
、
ビ
ル
マ
方
面
軍
（
森
集
団
）
の
隷
下
に

入
り
ま
し
た
。
モ
ー
ル
メ
ン
か
ら
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
と
南
ビ

ル
マ
か
ら
北
部
ビ
ル
マ
へ
と
進
軍
し
、
さ
ら
に
マ
ン
ダ
レ

ー
か
ら
ラ
シ
オ
へ
と
進
み
ま
し
た
。 

 

作
戦
は
雲
南
省
へ
の
こ
の
「
援
蔣
ル
ー
ト
」
を
遮
断
し
、

さ
ら
に
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
の
孤
立
し
て
い
る
守
備
部
隊
の
救

出
作
戦
で
し
た
。
即
ち
敵
軍
の
重
包
囲
網
を
切
断
、
突
破

し
て
の
救
出
作
戦
で
す
。
こ
れ
は
重
大
な
犠
牲
を
払
っ
て

の
任
務
で
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
ま
で
二
カ
月
余
り
、
人
跡
未

踏
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
湿
地
帯
を
突
破
す
る
と
い
う
筆
舌
に

尽
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
進
軍
で
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
三
月
二
日
、
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
付
近
で
優
秀

な
敵
軍
と
遭
遇
戦
と
な
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
至
近
距
離

に
現
れ
た
敵
戦
車
が
一
斉
射
撃
で
我
が
軍
の
行
く
手
を
塞

ぎ
ま
し
た
。
自
分
の
隣
に
い
た
部
隊
長
が
「
突
撃
だ
！
」

と
命
令
を
下
さ
れ
ま
し
た
。
と
そ
の
声
の
消
え
ぬ
間
に
一

発
の
敵
弾
が
部
隊
長
を
直
撃
し
ま
し
た
。
五
体
は
一
瞬
に

し
て
飛
散
し
ま
し
た
。
一
片
の
肉
片
も
な
し
で
し
た
。 

 

偶
然
、
自
分
の
眼
前
に
軍
服
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
襟

に
付
い
て
い
る
「
大
佐
の
襟
章
」
を
手
に
取
り
、
せ
め
て

も
の
遺
品
と
し
て
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
納
め
ま
し
た
が
、
後
日

捕
虜
時
に
紛
失
し
ま
し
た
。
ま
た
本
戦
闘
の
折
、
自
分
も

鉄
帽
が
破
れ
、
戦
車
砲
弾
に
よ
る
破
片
創
を
頭
部
に
受
け

ま
し
た
。
頭
部
の
切
り
傷
は
非
常
に
出
血
が
多
く
、
戦
線

487 

で
は
輸
血
も
出
来
ず
、
出
血
多
量
で
「
貧
血
死
も
多
い
」

と
軍
医
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
ビ
ル
マ
戦
線
で
は
食
料
と
弾
薬
の
補
給
が
途
絶

し
た
た
め
に
、
皇
軍
戦
士
は
戦
闘
以
外
に
多
く
倒
れ
た
の

で
す
。 

 

気
力
が
い
か
に
充
実
し
て
い
て
も
、
食
す
る
糧
が
無
く

な
れ
ば
自
然
に
意
気
消
耗
で
す
。
軍
人
精
神
充
溢
の
若
い

軍
人
で
も
、
ま
る
で
老
衰
者
の
ご
と
く
な
り
、
朽
木
の
倒

れ
る
ご
と
く
で
し
た
。 

 

全
ビ
ル
マ
戦
線
に
お
い
て
は
、
火
砲
に
よ
る
戦
死
よ
り
、

餓
え
に
よ
る
飢
死
・
戦
病
・
戦
傷
死
者
の
数
が
上
で
し
た
。

ま
る
で
現
世
の
地
獄
絵
図
を
眼
前
に
し
た
様
子
で
し
た
。

我
が
部
隊
も
戦
後
、
引
き
揚
げ
当
時
は
五
十
人
ほ
ど
で
し

た
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
末
頃
に
終
戦
を
知
り
ま
し
た
。
英
軍

に
よ
る
武
装
解
除
が
行
わ
れ
、
レ
ン
バ
ン
島
に
移
送
さ
れ
、

捕
虜
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
五
月
三
十
日
、
復
員
船
は
、
日
本
海
軍

の
元
航
空
母
艦
で
し
た
。
今
は
見
る
影
も
哀
れ
な
復
員
船

で
す
。
艦
名
は
「
ホ
ウ
シ
ヨ
」
で
し
た
。
そ
し
て
昭
和
二

十
一
年
六
月
五
日
、
大
竹
湾
へ
入
港
、
上
陸
、
復
員
し
ま

し
た
。
自
分
の
軍
人
生
活
に
対
し
て 

 

一 

勲
等
功
級 

 

一 

瑞 

八
等 

 

昭
和
十
五
年
三
月
三
日 

 

一 

功 

六
級 

 

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日 

 

一 

旭 

七
等 

 

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日 

 

な
ど
を
拝
受
致
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
昭
和
十
年
入
隊
以
来
、
国
家
か
ら
頂
戴
し
た
奉

給
は
、
で
き
る
限
り
両
親
へ
送
金
し
ま
し
た
。
親
も
私
の

心
を
く
み
取
っ
て
、
農
家
の
生
命
は
「
土
地
だ
」
と
少
し

で
も
耕
地
を
拡
大
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
復
員
、

生
還
の
喜
び
を
力
に
「
大
農
計
画
」
を
目
標
に
農
耕
に
汗

を
流
し
、
現
在
、
蜜
柑
畑
百
六
十
ア
ー
ル
、
葡
萄
畑
七
ア

ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。 

 

農
耕
の
休
憩
時
に
、
北
支
戦
線
に
て
没
し
た
戦
友
、
ビ

ル
マ
で
散
華
し
た
多
く
の
戦
友
、
そ
う
し
た
哀
し
く
悲
惨

な
戦
争
を
二
度
と
無
き
こ
と
を
心
に
念
じ
な
が
ら
、
老
骨

に
鞭
打
っ
て
、
今
日
も
生
き
て
ま
す
。 

 


